










「利 用者 のセンター」と 「利 用者 のためのセンター」
現在 吹 田分 室で は、液 体 ヘ リウムの供 給価 格 を1リ ッ トル あた り数 百 円程 度値 上 げす る ことを検討 し
て い る。 これ を実 施す ると、 吹 田分室 か らの液体 ヘ リウム価 格 は、実 に豊 中分 室 の2～4倍 とな る。 ま
た最近 、 吹 田分室 の近 所 に先端 科学 技 術共 同研 究 セ ソ ター、 ベ ソチ ャー ・ビ ジネ ス ・ラボ ラ トリー 、先
導的研 究 オ ープ ソセ ソターが相 次 いで建 設 され 、今 まで 豊中 キ ャ ソパ スで研 究 を して いた研 究老 が 吹 田
分 室 を利用 す るよ うに なって い る。 これ らの利用 老 が異 口同音 に して言 うことが あ る。 「何 故 、 こん な












歴 史 的 な 背 景
少 し歴史 的 な背 景 につい て紹 介 して お こ う。低 温 セ ソ ター豊 中分 室 の前身 は昭和34(1959)年 に設置 さ
れた理 学部 極低 温実 験 室で あ り、 吹 田分 室 は昭和44(1969)年 に設置 された工 学部 低温 セ ソ ター であ る。
昭和46(1971)年 、 これ らを統 合 して学 内共 同利用 施設 と して の低温 セ ソター が設 置 された。
理学 部極 低温 実験 室 が設 置 され た昭和34(1959)年 は 、理 学 部が まだ中之 島 にあ った 時代 で あ る。極 低
温 実験 室 に設置 され たヘ リウム液化 装 置は 、国 内 の大学 で は2台 目とい う貴重 な もの であ った。 こ うい
う時 代背 景 の中、 是 が非で も液 体 ヘ リウムを使 い たい と思 うな ら、 自分た ち で装 置 を立 ち上 げ 、 自分 た
ちで それ を運転 し、維 持 して いか な ければ な らな か った。
この何 もか も 自分 た ちでや らなけれ ば液体 ヘ リウムは使 えな い とい う状 況 が、利 用者(研 究者)自 身 に















ある。そして発足から2年 後、低温セソター吹田分室に改組され、 「利用者のための低温センター」 と
して本格的に歩み始めた。また、豊中分室の利用者会議に相当するものとして、吹田地区の利用者から
選ばれた代表者による委員会が設置された。
利 用 者 の た め に
そ の後、 吹 田分室 で は共 同利用 実験 室 の増 築 、脆 性試験 機室 の 建設 などの拡張 を続 けて きた。 しか し、
この頃 に な ると徐 々 に液 体 ヘ リウムを取 り巻 く状 況 が変 わ って きて しまった。 多 くの大学 や 研究 機関 に
液化 装置 が導 入 され るよ うにな り、液 体 ヘ リウムは非 常 に珍 しい もの では な くな って きた。 さらには 、
業者 も液体 ヘ リウムを販 売す るよ うに な った。 吹 田地 区で は、液 体 ヘ リウム二低 温 セ ン ター と完全 に定
着す る前 で もあ った た め、現実 に業者 が液 体 ヘ リウムの シ ェアを じわ じわ と広 げ始 めた。 少 々安 いが 、
回収 な どの手間 の 掛 か る吹 田分 室 の液 体 ヘ リウムを使 うの か、 少 々高 いが 、研究 室 に運 んで も らえ、 回
収の 必要 が ない業 者 の液体 ヘ リウム を使 うの か、選 択 で き るよ うにな った ので あ る。
単 に寒剤 供給 だけ を して いて も駄 目だ!と い う圧 力 に利用 者 の引 き止 め に必死 に な る。 そ して 、吹 田
分室 が最初 に掲 げ た 「利用 者 のた め」 は、 目の前 に い る利用 者 が喜 ぶ ことを励行 す る もの とな り、豊 中
分 室 に はない種 々 の サー ビスが生 み出 され た。 また、豊 中分 室 と吹 田分室 とで統一 を図 ろ うと して い た
業 務 に も差 が生 まれ た。例 えば 、現 在 、豊 中分 室 ・吹 田分室 と もに利 用者 が ヘ リウム回収 メー タを設 置
す る場 合 、経 費は低 温 セ ンターが 負担 す る こと にな ってい る。 その理 由を豊 中分 室で 聞 くと 「回収量 を
正 確 に把握 す る には、 回収 メー タを きち ん と管理 す る必要 があ る。利 用者 が勝手 に場所 を移 動 した り、
新 しい もめ に交換 して は困 るので 、豊 中分室 の完全 な管理 下に置 く。 そのた めに低温 セ ンターの回 収 メー
タと して、 低温 セ ソター の費用 で取 り付 けて い るのだ」 で あ った。一 方 、吹 田分室 で は 「低温 セ ソター
の液体 ヘ リウムを使 って もら うた め に、液体 ヘ リウムを使 う際 の費用 を出来 るだ け吹 田分 室 で負担 して
あげ てい るので す」 で あ った。
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ベ ッセ ル と コ ン テ ナ ー
次 に 「ベ ッセル 」 とい う単語 を使 い たい のだ が、吹 田分 室 では何故 か 「ベ ッセ ル」 とい う言葉 は ほ と
ん ど使 われ て いな い。液 体 ヘ リ ウム を運搬 す るため の容 量100リ ッ トル程 度 の容 器 を 吹 田分室 で は 「コ
ソテ ナー」 と呼 んで い る。 吹 田分 室 発足 当時 か ら使 用 して い る液 体 ヘ リウム 申込 書 に も 「コソテ ナー」
と書 かれ て いるの で歴史 的 に も古 い。 しか し、私 が知 る限 り国 内 の大学 や研 究機 関 で は 「ベ ッセル」 が
一般 的で あ る。 他 大学 の人 や豊 中 キ ャ ソパ スの人 と話 をす る際 に 、つ い 「コンテ ナー」 と言 って しまい
キ ョ トソ とされて しま う。業 者 に 「コ ソテ ナー」 と言 うと、米 国 か ら液 体 ヘ リウムを輸 入す る際 に使 わ
れ る貨 物用 容器(充 填容 量 が数万 リ ッ トル もあ る ら しい)を 指 す ら しく、 「さす が 阪大!規 模 が違 い ま
すね え」 と驚 かれ た りす る。 け っ こ う面倒 であ る。
例 え ば 供 給 量
さて、 この ペ ッセル に液体 ヘ リウムを充填 して供給 して いるの であ るが 、 同 じベ ッセル に同 じ量 の液
体 ヘ リウムを充填 した ものを利 用者 に渡 した場合 、豊 中分 室 と吹 田分室 とで は供 給 量 が異 な ってい る。
例 えば 、容 量100リ ッ トル の ペ ッセ ルを満 杯 に した もの を利 用者 が受 け取 った と しよ う。 豊 中分 室で は
供給 量 は100リ ッ トル とな るが 、吹 田分 室 では120リ ッ トル とな る。 吹 田分室 で は、液 体 ヘ リウム貯槽 に
繋 が る トラ ンス フ ァー チュー ブ か ら出 た部 分 を供 給量 と見 なすた め、容 器 内 に溜 ま った量(貯 液 量)と 充
填時 に蒸 発 した量(蒸 発量)の 合 計 が供 給量 とな る。平 成9年 度、 この蒸 発量 は貯液 量 の20%と 見 な され
た ので 、満杯 の100リ ッ トル の ベ ッセル を受 け取 った時 の供給 量 は、貯液 量100リ ッ トル と蒸 発量20リ ッ
トル の合計120リ ッ トル とな る。 代 金 は この供給 量 に基 づ いて を行 わ れ るの で、 単価300円 で100リ ッ ト
ル入 ベ ッセル を受 け取 った場 合 は300×(100+20)=36,000円 とな る。
なお現在 、 このような利用 者 に直接 影響 が あ る部 分 につ いて は、両 分室 間 で差をな くす ようにしている。
差 は 差 で …
これ まで両分 室 は、 各 々の キ ャソパ ス事情 に合 わせ て、 それ ぞ れ独立 して 運営 が な され た きた。 この
た め、上述 の差異 は さほ ど問題 に はな らな か った。 しか し最近 、両 キ ャソパ ス間 で の往 来 が増 え、部 局
の壁 を越 え た共 同研 究 が活 発 に行 われ る よ うに な り、 両分 室 の違 いを指摘 す る声 を多 く聞 くよ うに な っ
た。 その中 で も多 いのが 「液 体 ヘ リウム価格 を豊 中分室 と同水 準 まで引 き下 げて 欲 しい」 「低温 セソ ター
とい う一 つ の組織 な ので 、両分 室 間で 調整 して 、同一 価格 に設 定 で きない のか」 とい う意見 で あ る。
確 か に年 間数千 リッ トル の液 体 ヘ リウムを使 うよ うにな る と、 現在 の吹 田分室 の液体 ヘ リウム価格 で
は研 究室 へ の経済 的負 担 が大 きい。 しか し、吹 田分室 の場 合 、液体 ヘ リウムの価 格 を 下げ るとい う こと
は、'この代金 を原 資 とす る各種 サー ビスの低下 を引 き起 こす恐 れが あ る。 年間 数千 リッ トル もの液体 ヘ
リウムを使用 す る利用 者 は少数 で あ るので 、多 くの利 用者 に とってみ れ ば価格 の値 下 げ に よる メ リ ッ ト
よ りも、 サ ー ビスの低 下 に よ るデ メ リッ トの方 が大 きい とい う現 実 が ある。
と ころが 、最近気 に なる ことが起 こ り始 めてい る。 大量 に液 体 ヘ リウム を使用 す る実 験装 置 を豊 中キ ャ
ソパ ス内 に設 置 しよ うとす る動 きが 出て きた ので あ る。 液体 ヘ リウム価格 の安 い豊 中分室 か ら供給 を受
けれ ば、同 じ研 究費 で よ り効率 的 に実 験 が進 め られ るとい う全 くもって 当然 の理 由 か らで ある。
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これ は吹 田分室 と して好 ま しい状 況で は ない。 さ らには、豊 中 分室 ば か りに需要 が集 中す る ことは、
低温 セ ソター全体 にと って も良 い影響 を与 えな いで あ ろ う。低 温 セ ソ ター内部 の問 題 と して で はな く、
利用 者 に直接 影響 が及 ぶ 問題 と して認 識 を持 って も ら う必要 が あ るので はな いだ ろ うか。















の値上げによって資金を用意する必要がある。現状の年間2万 リットルの供給量が続 くとして、5年 で
資金を集めるとすれば、1リ ットルの単価を250円値上げすれば2,500万円を捻出できる計算になる。金
額は状況に応 じて変わるであろうが、このままだと2,3年 のうちの値上げはやむを得ないところであ
ろう。この安直な液体ヘリウムの値上げを避けようとすれば、またもやサービスなどの問題が絡んでく
るのである。
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